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研究成果の概要（和文）：本研究はオーストラリアの移民系作家と先住民系作家のフィクションを研究対象とし、同時
代文学において主体性やアイデンティティ観にどのような変化が見られるのか検証した。本研究の成果として、生物学
的・文化的本質主義に基づく固定的なアイデンティティ観から、多様で構築主義的なアイデンティティ観への変化が明
らかとなった。さらに同時代文学の特徴として、主体性が複数の文化の接触領域における衝突や交渉を通じて常に変容
し、新たに生成するものとして捉え直されつつあることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study has explored contemporary Australian fiction by migrant and indigenous 
writers. Throughout the study, a shift in the notion of identity was observed, namely, from static one bas
ed on biological and/or cultural essentialism, to pluralistic, constructionist one. In addition, subjectiv
ity in recent works has been characteristically reinterpreted as amorphous, one that can be transformed as
 a result of cultural confrontations and negotiations. 
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１． 研究開始当初の背景 
文学研究の分野で「ディアスポラ」の文学
が注目を集めるようになって久しい。その背
景として、まずはポストコロニアル文学研究
の進展をあげることができよう。さらには、
グローバル化の進展に伴い、母国を離れ、母
語以外の言語で書く作家が次々と登場して
いる時代状況も深く関わっている。ディアス
ポラ状況は国境の内側においても生起する。
たとえば旧植民地では、伝統的な生活の場や
言語を奪われた先住民が、故郷喪失状態に置
かれてきた。こうした何らかの離散状況は、
世界各地でもはや日常的事態となっており、
国境によって区切られたナショナルな枠組
みだけでは捉えきれない主体意識や帰属意
識が生まれていると推測される。 
ディアスポラ状況に置かれた人びとにと
って、文学は祖国喪失の経験を語り、記憶の
中の祖国を探求する重要な手段となりうる。
もはや想像の中にしか祖国を持たない作家
たちの中には、フィクションの力によって祖
国を「創造する」仕事に取り組む作家も見ら
れる。こうしたディアスポラの文学は、複数
の文化と歴史のはざまで揺らぐ主体を前景
化しており、ポスト国民国家時代のアイデン
ティティの在り方を描き出していると考え
られる。 
旧宗主国であるイギリスの文化を継受す
る一方、地理的にはアジア太平洋地域に属し
ているオーストラリアは、国家としてのアイ
デンティティを模索し続けてきた歴史を持
つ。国家としての文化的正当性をどこに求め
るのか。オーストラリアの主流派作家にとっ
てこの問いは、しばしば彼らの文学的探求の
核心を成していた。しかし、イギリスとの関
係を軸とした国家アイデンティティ定立の
試みは、第２次大戦後の南欧・東欧移民の増
大や、アジアの経済的発展に伴うアジア志向
の強まりと共に大きく舵を切ることになる。
こうした国家政策の転換に伴い、個人のアイ
デンティティ意識にも変化が見られるよう
になる。70年代以降、国家政策として多文化
主義を掲げ、移民の導入および伝統文化の継
承が推進された結果、芸術全般で文化混淆的
な表現が顕著に見られるようになった。移民
のバックグラウンドを持つ作家の場合、初期
には移民体験を記した自伝的作品や世代間
の懸隔を描いた作品が目立ったが、近年は単
一的な民族アイデンティティに収斂する代
わりに、多様で複層的なアイデンティティの
在り方を描いた作品も目立つようになった。 
国家および個人のアイデンティティが常
に重要なテーマとなってきたオーストラリ
アの文学は、現代における主体性の変容を検
証する上で、格好の研究対象となることが予
測された。本研究は、オーストラリアの移民
作家と先住民作家のフィクションを研究対
象とし、彼らが作品を通じて表現している主
体性と帰属意識を分析することを目指した。 
 

 
２．研究の目的 
本研究は、政府の多文化主義政策に後押し
され、文化的混淆が進展しているオーストラ
リアにおいて、民族アイデンティティが文学
作品の中でどのように表象されているのか
を検証し、その傾向と特徴を明らかにするこ
とを目的とした。とりわけ故国を喪失したデ
ィアスポラ作家のアイデンティティがどの
ような特質を持つのか、また、伝統文化に依
拠して集合的アイデンティティを（再）構築
してきた先住民が、グローバルな文化混淆が
進展する中で、民族性をどのように再定義し
ようとしているのか、あるいは民族アイデン
ティティという概念そのものが溶解しよう
としているのか、明らかにすることを目指し
た。本研究を通じて、民族集団の違いに基づ
く差異が浮かび上がると同時に、共通した傾
向が見つかることも期待された。 
 
３．研究の方法 
 
 現代オーストラリア文学のうち、フィク
ションを主な研究対象とし、作品の分析を行
った。佐藤がアジア系作家、湊がヨーロッパ
系作家、一谷が先住民作家を担当した。各自
が担当分野の研究を進め、研究会で成果を共
有した。文献研究に加え、毎年オーストラリ
アの文学祭に参加し、最新動向の情報収集に
努めた。さらに、各自が築いてきたネットワ
ークを生かし、現地の作家や研究者に聞き取
りを行った。研究年度 2年目には、作家のジ
ャニーン・リーン氏とローハン・ウィルソン
氏を招き、公開シンポジウム「複数の文化・
複数の歴史を書く―現代オーストラリア作
家との対話」を開催し、文化間の交渉や、他
者の文化について書く行為について意見交
換を行った。 
 
４．研究成果 
(1) オーストラリアの先住民文学に関して明
らかとなったのは、1990 年代まで支配的だ
った文化的・生物学的本質主義に基づくアボ
リジナリティ（先住民性）が、構築主義的な
アボリジナリティへと変容を遂げつつある
ことである。2000 年代のアボリジニ文学の
特徴として、イギリス系住民との関係に限定
されない、より多様な民族との接触を描いた
作品や、性的多様性を扱う作品が登場してい
る。こうした傾向は、アボリジナリティが伝
統文化を基盤とした回帰すべきものから、多
様な境界領域における衝突や交渉の過程を
経て複合的に構築されていくものとして、再
定義されつつあることを示している。すなわ
ち、伝統文化によって一元的に規定されるア
イデンティティからの変化が見られるので
ある。 
 一方で、アボリジナリティの拠り所として、
土地との関係が再び前景化されていること
も確認することができた。これは、グローバ



ル化の圧力に対する先住民側からの反応と
して捉えることができよう。しかし、土地の
描かれ方には変化も見られた。土地との関係
を軸に据えた「帰属の物語」は従来から語ら
れてきたが、とりわけ近年の作品に特徴的に
見られるのは、核や環境問題とのかかわりか
ら土地が描かれている点である。すなわち、
現代先住民文学にはローカルな帰属意識と
コスモポリタン的な問題意識が並行して書
き込まれていることが明らかとなった。 
 
(2) アジア系やヨーロッパ系移民作家の文学
に関しては、エスニシティを拠り所としたア
イデンティティを批判的に検討した作品が
登場している。たとえば、ナム・リーやトム・
チョウは、エスニシティが文化資源として流
通し、消費されている現状を描き、文学的価
値とエスニシティとの結託関係に鋭く切り
込んでいる。とりわけチョウの文学は、グロ
ーバルに流通している民族文化の表象をパ
ロディ化するという形で二次的に利用して
おり、消費と創作を一体化した極めて現代的
な作品となっている。こうした若手作家の作
品において、アイデンティティの探求自体は、
もはや主題ではなくなりつつある。むしろ彼
らの関心は、エスニック・アイデンティティ
が構築されるプロセスを相対化し、疑問を投
げかけることに向かっている。ギリシャ系作
家のクリストス・チォルカスは、多様な民族
的、性的バックグラウンドを持つ個人の「関
係性」から主体性が再構成されていく過程を
描き出した。ここにも限定的で本質主義的な
アイデンティティから動的・構築主義的なア
イデンティティへの推移がうかがわれる。こ
うした新世代の移民系作家の作品は、これま
で文学や表象芸術によって構築されてきた
オーセンティックな移民像を揺るがす力を
秘めている。 
 本研究で明らかとなった主体意識やアイ
デンティティ観の変容は広く英語文学全般
に見られるのか。歴史的背景や社会的・政治
的状況を反映して地域毎の独自性が見られ
るのか。こうした観点に基づく他地域の英語
文学との比較研究が今後の課題である。 
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